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入 学 者 受 入 方 針 

【大学の理念・目的】 

福井県立大学は、時代の発展に即応した学術文化の高度化を推進する拠点として、

真理探究の精神、広い視野と豊かな創造力、高度で専門的な知識・技術を有する有為

な人材を養成するとともに、先進的な科学の研究および技術の開発を行い、学術情報

を地域社会へ開放することにより、福井県はもとより、わが国の産業と文化の発展に

寄与することを目的とし、もって人類の永続的福祉の向上に貢献することを使命とし

ています。この使命を達成するために、次の三つの基本理念を掲げています。 

① 新しい時代にふさわしい魅力ある大学

② 特色ある教育・研究を行う個性ある大学

③ 地域社会と連携した開かれた大学

【教育目標】 

① 学問への関心を引き出すとともに、全人的教養を身につけ、自立した個人として

成長できる能力を養う。 

② 科学の飛躍的発展に対応できる高度な知識や技術とともに、専門職にふさわしい

態度を身につけ、社会のニーズに対応できる能力を養う。 

③ 少人数教育の特色を活かし、思考力・判断力・表現力・創造力・コミュニケーショ

ン力などを併せ持った総合的人間力を身につけ、社会・個人との豊かな関わりを持

つことができる能力を養う。 

④ 国際化、情報化、少子高齢化などの時代の変化を踏まえ、生命と環境、経済・社

会、医療福祉の問題など新たな課題に取り組む能力を養う。 

⑤ 自ら学問を探求する態度を身につけ、個性ある研究が行える能力を養う。

⑥ 地域社会との連携を深め、地域住民と協働した社会づくりに貢献できる態度を養

う。 

 海洋生物資源学部 

【理念・目的】 

海洋生物資源学部は、海洋生物資源にかかわる諸領域での教育・研究活動を通じて、

時代の進展に即応した学術文化の高度化の推進、自主的な真理探究の精神と広い視野

および豊かな創造力を有し専門的な知識と技術を備えた実践力ある人材の育成、およ

び地域社会への学術情報開放の推進を目的としています。これにより、地域社会、日

本および環日本海地域はもとより、世界の産業と文化の発展に寄与し、もって人類の

将来にわたる福祉の向上に貢献することを目指しています。 
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【教育目標】 

教育目的を達成するために身につけるべき具体的能力を、教育目標として次に掲げ

ます。 

 先端増養殖科学科  

① 水産増養殖にかかわる技術者として、科学・技術が社会や自然に及ぼす影響、効

果、および倫理的責任を理解して行動する。 

② 魚介類や藻類などの生産・育成の分野における基礎から最先端に至る知識と技術

を学び、それらを実践的に応用する。 

③ 地域産業の発展と国際化のための戦略、経営管理手法、および国際的な社会貢献

に関する知識と技術を身につけ、海洋関連産業（養殖・商品開発・流通販売など）

の起業やマネジメントなどの実践的な行動に発展させる。 

④ 社会的背景を理解して水産増養殖にかかわる課題を設定し、解決のための計画を

立案して実践する。 

⑤ 課題解決に向けて、他者と相互に意思疎通を図りながら行動し、成果をまとめて

文章および口頭で論理的にわかりやすく発表する。 

 

【アドミッション・ポリシー(入学者受入れの方針)】 

教育目的を達成するため、海洋生物資源学部は次のような学生の入学を求めていま

す。 

① 海洋環境や海洋生物資源を取り巻く様々な問題に強い関心を持ち、科学・技術を

通してその解決に貢献する意欲を有する学生 

② 海洋生物資源学を学ぶために必要となる理科、数学および英語などの基礎学力を

有し、自主的な学習習慣を身につけている学生 

③ 他者と協力しながら学ぶためのコミュニケーション能力を身につけている学生 
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Ⅰ 入学者選抜要項 

 

１ 募集人員  若干名 

 

２ 編入学の時期および編入学年次 

 編入学の時期は、令和 7 年（2025 年）4 月 1 日とし、編入学年次は第 2 年次としま

す。 

 

３ 出願資格および出願要件 

出願することができる者は、（１）出願資格の各号のいずれかに該当し、かつ（２）

出願要件①～④のすべてを満たしているものとします。 

 

（１）出願資格 

次の①～⑩のいずれかに該当する者 

① 大学を卒業した者または令和 7 年（2025 年）3 月卒業見込みの者 

② 他の大学に 1 年以上在学（令和 7 年（2025 年）3 月までに 1 年間在学となる者を

含む。）し、31 単位以上修得した者または令和 7 年（2025 年）3 月までに修得見込

みの者 

③ 短期大学を卒業した者または令和 7 年（2025 年）3 月卒業見込みの者 

④ 高等専門学校を卒業した者または令和 7 年（2025 年）3 月卒業見込みの者 

⑤ 専修学校の専門課程（修業年限が 2 年以上で、かつ、課程の修了に必要な総授業

時間数が 1,700 時間以上であること。）を修了した者または令和 7 年（2025 年）3

月までに修了見込みの者（学校教育法第 90 条に規定する者に限る。） 

⑥ 国立工業教員養成所または国立養護教諭養成所を卒業した者 

⑦ 外国において、学校教育における 13 年以上の課程を修了した者または令和 7 年

（2025 年）3 月までに修了見込みの者 

⑧ 外国の短期大学を卒業した者、または外国の短期大学の課程を有するものとして

当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣

が指定するものの当該課程を我が国において修了した者 

⑨ 大学改革支援・学位授与機構により学士の学位を授与された者または令和 7 年

（2025 年）3 月までに授与される見込みの者 

⑩ 高等学校の専攻科、中等教育学校の後期課程の専攻科および特別支援学校の高等

部の専攻科の課程（修業年限が2年以上で、かつ、課程の修了に必要な総単位数その

他の事項が、文部科学大臣が別に定める基準を満たすものであること。）を修了した

者または令和7年（2025年）3月修了見込みの者（学校教育法第90条に規定する者に

限る。） 

 

注： 出願資格⑦により出願する者は、出願資格審査を受ける必要があります。 

12 ページを参照し、令和 6 年（2024 年）11 月 11 日（月）（当日消印有効）

までに福井県立大学入学試験本部（入試企画室）に必要書類を提出してくださ

い。 

注： 出願資格⑩の文部科学大臣が別に定める基準とは、平成 28 年 3 月 30 日文部

科学省告示第 63 号および第 64 号の規程のことです。 
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（２）出願要件 

① 令和 6 年 1 月以降に受験した TOEIC Listening & Reading Test 公開テストのス

コアを有するもの。ただし、TOEIC Speaking & Writing Tests、TOEIC Speaking 

Test、TOEIC IP（団体受験）テスト、TOEIC Bridge は認められません。 

② 出願資格の①～⑩に掲げる他の大学等において、「数学」に相当する科目の単位を

2 単位以上修得した者または現在履修中の者 

③ 出願資格の①～⑩に掲げる他の大学等において、「生物」および「化学」に相当す

る科目をそれぞれ 2 単位以上修得した者または現在履修中の者 

④ 出願資格の①～⑩に掲げる他の大学等において、「情報」に相当する科目の単位を

2 単位以上修得した者または現在履修中の者 

 

４ 選抜方法 

（１）試験期日 

令和 7 年（2025 年）2 月 1 日（土） 

 

（２）試験方法 

面接試験（プレゼンテーションを含む）の成績および出願書類の内容を総合して

判断します。 

 

（３）試験時間および科目 

時   間 試  験  科  目 

10：00～18：00 面接試験（プレゼンテーションを含む） 

① 面接試験では本学科で要求される基礎学力を問う質問を行うことがあります。 

② プレゼンテーションの課題および各受験者の面接試験時間は、受験票とともに

送付します。また、メールでも連絡します。 

③ プレゼンテーションでは、パワーポイントなどのプレゼンテーションソフトを

用いて発表しても良いですが、発表原稿や手持ち資料等の持ち込みは認めません。

なお、プレゼンテーションで使用するパソコンと液晶プロジェクターは本学で用

意しますが、使用するか否かは自由です。 

 

５ 配点 

面接試験 

（プレゼンテーションを含む） 
出願書類 合  計 

100 100 200 

 

６ 試験会場 

福井県立大学小浜キャンパス  福井県小浜市学園町 1－1 
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７ 受験上の注意事項 

（１） 受験者は、指定された集合時刻までに、決められた受験者控室に集合し、待機

してください。 

（２） 面接開始時刻に不在であった場合は、欠席したものとして取り扱います。 

（３） 当日は、受験票を必ず持参してください。 

（４） 当日、受験票を忘れた方は、速やかに試験会場の試験本部で仮受験票の交付を

受けてください。 

 また、受験票は、入学手続、成績開示の際に必要となりますので、試験後も大

切に保管してください。 

（５） 英文字や地図等がプリントされている服等は着用しないでください。 

（６） 携帯電話等は、受験者控室に入る前にアラームの設定を解除し、電源を切って

かばん等に入れておいてください。 

 待機時間に携帯電話等を操作した場合、「不正行為」とみなしますので注意して

ください。 

（７） 不正行為を行った場合は、その場で受験の中止と退室を指示され、それ以降の

受験はできなくなります。また、この入学者選抜試験におけるすべての成績を無

効とします。 

（８） 試験会場において他の受験者の迷惑となる行為や危険な行為はしないでくださ

い。 

（９） 試験会場では昼食の販売を行いませんので、必要に応じて弁当を持参してくださ

い。 

（10） 事前に試験会場の下見ができますが、建物内には立ち入らないでください。 

（11） その他必要が生じた場合には、受験票返送の際にお知らせします。 

 

本学で用意するパソコンの OS は Windows10、ソフトは PowerPoint 2016 です。 
データは USB メモリに保存し、持参してください。また、自分のパソコンを持

ち込んで使用しても結構です。持参する USB メモリおよびパソコンは、事前にウィ
ルスチェックを行い、安全性を確認してください。 
持参したパソコンが正常に作動しない場合は、印刷物によるプレゼンテーション

を行ってもらいますので、使用するデータの印刷物１部を必ず持参してください。 

 

 

８ 出願手続 

（１）出願期間 

令和 6 年（2024 年）12 月 2 日（月）～12 月 9 日（月）（当日消印有効） 

 

（２）出願方法 

出願書類は、市販の角形２号封筒（240 ㎜×332 ㎜）に指定した様式に必要事項を

記入した宛名シートを貼り、書留速達扱いの郵便により提出してください。 

 

（３）出願先 

福井県立大学入学試験本部（入試企画室） 

〒910-1195 福井県永平寺町松岡兼定島 4－1－1 
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（４）検定料の支払い 

以下の振込期間内に指定する銀行口座へ入学検定料をお振込みください。 

検定料  17,000 円 

振込期間 令和 6 年（2024 年）11 月 25 日（月）～12 月 6 日（金） 

振込先  福井銀行 福井医大支店 普通預金口座 １１４１７１８ 

受取人  公 立
コウリツ

大 学
ダイガク

法 人
ホウジン

福井県
フクイケン

立
リツ

大 学
ダイガク

 

（注） １ 振込依頼人の名前は、必ず出願者本人の名前にしてください。 

 ２ 振込手数料は振込者が負担してください。 

 ３ 出願書類が期限内に到着しても、検定料の振込が確認できるまでは受付

となりませんので、余裕をもってお振込みください。 

 ４ 振込受付証明書や振込明細書、振込完了画面のコピー等、「依頼人名」

「日付」「振込金額」「振込先」が確認できる書類を保管してください。  

なお、納入済みの入学検定料は、次の場合を除き、いかなる理由があっても返

還しません。 

① 検定料を振り込んだが本学に出願しなかった（出願書類等を提出しなかった、

または出願が受理されなかった）場合 

② 検定料を誤って二重に振り込んだ場合 

 

返還請求の方法 

「検定料振込受付証明書等」を添付の上、検定料返還請求書を下記住所まで郵送

してください。期限・請求書様式など詳細は本学ホームページをご覧ください。 

【https://www.fpu.ac.jp】 

福井県立大学 財務課 

〒910-1195 福井県永平寺町松岡兼定島 4－1－1 

電話 0776－61－6000 

 

（５）出願書類 

区 分 備 考 

①志願票 
指定した様式に自筆で記入したものを提出してくださ

い。 

②写真票 指定した様式に自筆で記入したものを提出してくださ

い。 

縦 4cm×横 3cm の写真(正面上半身無帽、背景なし、出願

前３ヵ月以内に単身で撮影したもの)を所定欄に貼付して

ください。 

③受験票 
印刷した様式に自筆で記入したものを提出してくださ

い。 

④志願理由書 指定した様式に記入したものを提出してください。 

⑤自己推薦書 指定した様式に記入したものを提出してください。 
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区 分 備 考 

⑥卒業証明書または卒

業見込証明書等 

卒業（見込）証明書または大学在学中の者については、

在学証明書、中途退学の者については、在籍期間証明書を

提出してください。 

大学改革支援・学位授与機構より学士の学位を授与（見

込）された者は、学士の学位授与（申請受理）証明書を提

出してください。 

⑦成績証明書 最終（修了）学校または在学中の学校の成績証明書を提

出してください。 

⑧出願要件科目履修状

況申告書 

指定した様式に記入したものを提出してください。 

該当する出願要件科目のシラバス（講義要綱）のコピー

一式を提出してください。 

⑨TOEIC 公開テストの

公式認定証 

本人宛に送付された TOEIC 公開テストの『Official 

Score Certificate（公式認定証）』の原本とそのコピー１部

（A4 サイズ）を提出してください。 

⑩受験票返送用封筒 長形３号の封筒に、受験票返送先の住所、氏名、郵便番

号を明記し 410 円分の切手を貼ってください。 

 

（注）１ 専修学校の専門課程を修了した者および令和 7 年（2025 年）3 月修了見込みの

者は、所定の出願書類の他にいずれかの書類を提出してください。 

（１） 修業年限が 2 年以上で、かつ、修了に必要な総授業時間数が 1,700 時間以

上の専門課程を修了または修了見込みを証明する書類 

（２） 専門士の称号の付与が認められた専門課程を修了したことを証明する書類  

２ 外国語で書かれた書類については、大使館・出身学校・公的機関等で証明を受

けた日本語訳を添付してください。また、翻訳元となった書類の原本を提出して

ください。原本が提出できない場合は、大使館・出身学校・公的機関等で原本証

明されたものを提出してください。 

３ 日本国内居住の外国人は、市町村長発行の住民票（在留資格が明記されたもの）

を提出してください。海外居住者は、パスポート（姓名および国籍が記載された

ページ）の写しを提出してください。 

４ 高等学校の専攻科、中等教育学校の後期課程の専攻科および特別支援学校の高

等部の専攻科の課程を修了した者または令和7年（2025年）3月修了見込みの者は、

所定の出願書類の他に修了する課程または修了した課程の修業年限が2年以上で、

かつ、文部科学大臣が別に定める基準を満たすものであることについて出身学校

が発行する証明書を提出してください。 

 

（６）障害を有する入学志願者等との事前相談 

障害を有する等、受験上、および入学後に修学上の配慮を必要とする可能性のあ

る入学志願者は、出願の前にあらかじめ入学試験本部（入試企画室）まで連絡し、

相談してください。 

相談の内容によっては、本学の試験までに対応できず、十分な配慮による受験が

できない場合もありますので、なるべく早く相談してください。 

① 相談の時期  出願期間開始前まで 

② 相談の方法  相談書（様式は自由で、健康診断書等必要書類を添付したもの）

を提出してください。必要な場合は、本学において志願者また
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はその立場を代弁できる関係者等との面談を行います。 

③ 連 絡 先  福井県立大学入学試験本部（入試企画室） 

〒910-1195 福井県永平寺町松岡兼定島 4-1-1 

電話 0776－68－8297 

FAX 0776－61－6012 

 

（７）出願手続上の注意事項 

① 必要な書類がすべてそろっていない場合には受付できませんので、出願の際に

十分確認してください。出願は郵送のみとし、出願期間最終日までの消印がある

ものに限り有効とします。 

② 入学許可の後であっても、出願書類の記載と相違する事実が発見された場合に

は、入学を取り消すことがあります。 

③ 出願受付後には、出願事項の変更は認めません。ただし、氏名、住所、電話番

号に変更があった場合には、福井県立大学入学試験本部（入試企画室）まで連絡

してください。 

④ 一度受付をした出願書類は、理由のいかんを問わず返却しません。 

 

 

◇不測の事態が発生した場合の諸連絡◇ 

 不測の事態により、試験日程や選抜内容など募集要項の内容に変更が生じた場合

は、本学ホームページ等でお知らせしますので、出願前や受験前は特にご注意くだ

さい。 

  ・ホームページアドレス  https://www.fpu.ac.jp 

・連 絡 窓 口  福井県立大学入学試験本部（入試企画室） 電話 0776－68－8297  

 

 

９ 合格発表 

（１）発表日時 

 令和 7 年（2025 年）2 月 10 日（月）13 時 

 

（２）発表方法 

合格通知書を本人あて郵送します。 

また、合格者の受験番号を本学のホームページに掲載します。ホームページのア

ドレスは、【https://www.fpu.ac.jp】です。ただし、これは参考情報ですので、合否

の確認は合格者に送付する合格通知書で行ってください。 

なお、電話等による問い合わせには応じません。 

 

１０ 成績の開示 

本学の受験者本人に限って、個人成績を開示します。希望者は、次により申し込ん

でください。 

（１）入学試験成績開示の申込期間 

令和 7 年（2025 年）4 月 23 日（水）から 5 月 22 日（木）まで 

（２）申 込 者       受験者本人に限ります（代理人は不可）。 

（３）申 込 先       福井県立大学入学試験本部（入試企画室） 
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（４）申 込 方 法      

【窓口での申込】 

・本学受験票を持参の上、所定の「入学試験成績開示申込書」により申し込んでく

ださい。 

【郵便での申込】 

・次の１～３を同封して申込期間内に到着するよう郵送してください。 

・申込後１月程度にて受験者本人あて書留郵便で送付（受験票も返却）します。 

 １ 所定の「入学試験成績開示申込書」 

 ２ 受験票（本人確認のため使用・コピー不可） 

 ３ 返信用封筒 

ア 返信用封筒の大きさは、長型３号を使用してください。 

イ 返信用封筒には、郵便番号、住所、あて名を記載し、簡易書留相当の金額

の郵便切手を貼り付けてください。 

（５）開示の内容 

 個人成績  面接（プレゼンテーションを含む）・出願書類ごとの点数および総合点 

（６）開 示 方 法         

・閲覧または郵送により開示します。 

・郵送による開示は、受験者本人あて書留郵便で送付（受験票も同封し返却）しま

す。 

（７）問い合わせ・郵送先 

  福井県立大学入学試験本部（入試企画室） 

   〒910-1195 福井県永平寺町松岡兼定島 4－1－1 

          電話 0776－68－8297 

 

Ⅱ 入学手続、初年度納付金等 

 

１ 入学手続 

（１）入学手続期間 

令和 7 年（2025 年）2 月 12 日（水）～2 月 19 日（水）（当日消印有効） 

 

（２）入学手続方法 

① 入学手続に必要な書類は、合格発表後に郵送します。 

② 書類提出は、書留速達扱いの郵送によってください。 

③ 入学手続を完了した方には、入学許可証を郵送します。 

 

（３）入学手続先  福井県立大学入学試験本部（入試企画室） 

          〒910-1195 福井県永平寺町松岡兼定島 4－1－1 

 

（４）入学手続上の注意事項 

① 入学手続期間内に手続きを完了しなかった方については、入学を辞退したもの

として取り扱います。 

② 必要な書類がすべてそろっていない場合には受付できませんので、書類の提出

の際に、十分確認してください。 

③ 一度受付をした入学手続書類および入学料は、理由のいかんを問わず返却しま

せん。 
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２ 初年度納付金 

（１）入学料 

入学手続の際には、次の金額の入学料を納付する必要があります。 

福井県内の者  188,000 円 

上記以外の者  282,000 円 

(注) 福井県内の者とは、以下のいずれかに該当する者のことをいいます。 

① 令和 6 年（2024 年）４月１日以前から引き続き福井県内に住所を有する者 

② 令和 6 年（2024 年）４月１日以前から引き続き福井県内に 1 親等の親族が

住所を有する者 

③ 理事長がこれらに準ずると認める者 

 

（２）授業料 

金  額  年額  535,800 円（令和 6 年度実績） 

納付方法  前期（納付期限 5 月 12 日）、後期（同 11 月 12 日）の 2 回に分けて納

付します。 

（注）在学中に授業料の改定が行われた場合には、改定後の授業料が適用されます。 

 

３ その他 

（１）入学料・授業料の免除制度 

国が行う高等教育の就学支援新制度の対象大学となっています。本制度の対象者

として認定された場合は、入学料・授業料が全部または一部免除されます。 

 

（２）奨学金 

 ◆奨学金の種類 

 奨学金には、日本学生支援機構と、その他地方公共団体や公益法人・営利法人等が

行うものがあります。 

 奨学金には、貸与（返還義務のあるもの）と給付（返還義務のないもの）があり、

多くの奨学金は貸与奨学金です。卒業後には、返還義務が生じますので、注意して

ください。 

 ◆日本学生支援機構の奨学金（留学生は対象外） 

日本学生支援機構は、成績（学業）の優れた学生で、経済的理由により修学が困

難な者に対し、奨学金の給付、貸与を行っております。 

  ＜種類＞ 

  ・給付奨学金 

    入学料・授業料免除と併せて給付される、返還義務のない奨学金です。ただし、

学業成績の不振等がある場合は、返還を求められる場合もあります。（大学院生は

対象外です。） 

  ・第一種奨学金 

    返還義務のある無利子の奨学金です。給付奨学金と併給する場合は、月額に制

限が設けられます。 

  ・第二種奨学金 

    返還義務のある有利子の奨学金です。給付、第一奨学金との併給も可能です。 

 

（３）麻疹（はしか）、風疹（三日はしか）の流行予防の手続き 

学内での麻疹（はしか）、風疹（三日はしか）の感染症の流行を防止するため、入
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学手続の際にこの予防接種の記録を提出していただきます。２回以上の接種記録が

ない場合などは、予防接種を受けていただくことがあります。 

 

（４）下宿・アパートについて 

アパート等のあっせんは行っておりません。 

 

（５）受験の際の宿泊について 

宿泊施設のあっせんは行っておりません。 

 

Ⅲ 編入学後の履修等 

 

１ 修業年限 

修業年限は 3 年とします。ただし、編入学時における既修得単位の認定数等により、

3 年を超える在学年数が必要となることがあります。 

 

２ 卒業資格 

卒業の要件は、3年以上在学し、編入学時に認定された単位と合わせて下記の本学部

所定の卒業要件単位を修得することです。一般教育科目および専門教育科目の履修お

よびカリキュラムについては、本冊子13ページ以降の「一般教育の履修方法」および｢先

端増養殖科学科専門教育の履修方法」を参照してください。 

  先端増養殖科学科卒業要件単位 

  一般教育科目   40単位 

  専門教育科目   90単位 

  合 計     130単位 

 

３ 既修得単位の取扱い  

編入学前に大学等で修得した科目の単位（既修得単位）は、編入学後に定められた

手続による審査で認められれば、本学部の卒業要件単位として認定されます。 

 

Ⅳ 個人情報の取扱いについて 

 

 福井県立大学では、個人情報について以下のとおり取扱いますので、予めご了承くだ

さい。 

 

１ 個人情報は、「個人情報の保護に関する法律（平成 15 年法律第 57 号）」および「公

立大学法人福井県立大学個人情報保護取扱規程」に基づき、適正に処理します。法

令等の規定に基づくときなどの例外を除き、原則として、第三者に提供することは

ありません。 

 

２ 本学への出願に当たってお知らせいただいた氏名、住所およびその他の個人情報

については、①入学者選抜（出願処理、選抜実施）、②合格発表、③入学手続、④入 

学者選抜方法等における調査、研究、分析、⑤およびこれらに付随する業務を行う

11



ために利用します。  

 

３ 入学者選抜に用いた試験成績の個人情報は、入学者選抜方法等における調査、研

究、分析を行うために利用します。 

 

４ 各種業務での利用においては、一部の業務を外部委託することがあります。この

場合、受託者には個人情報の保護が義務づけられます。  

 

５ 入学者についてのみ、本学への出願にあたってお知らせいただいた個人情報およ

び入試成績は、入学後の、①教務関係（学籍、修学指導等）、②学生支援関係（健康

管理、就職支援、授業料免除・奨学金申請等）、③授業料徴収に関する業務を行うた

めに利用します。 

 

Ⅴ 出願資格⑦により出願する者について 

 

１ 事前審査 

出願資格⑦により出願する者については、あらかじめ次の①～④の書類・封筒を令

和 6 年（2024 年）11 月 11 日（月）までに、福井県立大学入学試験本部（入試企画室）

へ提出してください。 

郵送の場合は、書留郵便で封筒の表に「海洋生物資源学部２年次編入学試験 出願

資格⑦事前審査申請」と朱書きし、出願資格の有無について事前照会をしてください。

（当日消印有効） 

 

① 編入学資格認定申請書（様式１） 

② 履歴書（様式２） 

③ 最終（修了）学校または在学中の成績証明書 

④ 返信用封筒（住所・氏名を明記した長形３号の封筒に 110 円分の切手を貼り付

けたもの） 

 

本学部で事前審査を実施し、その結果は令和 6 年（2024 年）12 月 2 日（月）まで

に本人あて通知します。 

 

２ 事前審査の結果、「出願資格有」と判定された者の出願手続等 

「出願資格有」と判定された者は、出願書類を出願期間内に郵送してください。 

なお、事前審査の結果の通知から出願までの期間が短いので、出願書類等は事前に

準備しておいてください。 
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一般教育の履修方法【２４年度入学生】 

本学の一般教育の目標は、自らの特性や能力を引き出し伸ばす基盤としてのバランスの取れた

知識を身につけ、理性と感性が調和した新しい時代を担うにふさわしい教養を身につけた人間の

形成にある。 

アオッサのサテライトキャンパスにおいて地域志向科目が開講されている。Ａ群「福井と地域

社会」の「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業開講科目」から、卒業要件となる単位と

して修得することができる。（全学年履修可能） 

授業科目の区分 海洋生物資源学部 
配当年次 

(主たる履修年次) 

 

基

礎

科

目 

 

ゼミ 
導入ゼミ 1 単位 1 

教養ゼミ※1  1 

外国語 ※2 8 単位以上 1・2 

体育 ※3 １単位以上 1 

情報 2 単位以上 1・2 

日本語 ※4  1 

基礎科目 

必要単位数 
15 単位以上  

自

由

科

目 

Ａ群 

「福井と地域社会」か

ら 2 単位以上選択必修 

10 単位以上 1 

Ｂ

群 

言語文化  ２ 

運動処方論  2 

情報処理A～E  1 

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ A～E  1 

Ｃ

群 

学術ゼミ（分野）Ａ～Ｆ  1 

英語特論 Ⅰ～ⅦＡ～Ｆ  1 

卒業要件単位数                  40 単位  

準

備

科

目 

外

国

語

基

礎 

英語基礎 ※5  1 

※1 教養ゼミは選択科目（１単位） 

※2 外国語のうち、英語Ⅰは必修科目（１単位）、英語Ⅱaまたは英語Ⅱb のいずれか１単位が選択必修

科目。 

※3 体育のうち、体育実技Ⅰは必修科目（１単位） 

※4 外国人留学生を主対象として開講される科目であり、日本人学生は受講できない。 

原則、外国人留学生は受講すること。 

※5  英語基礎（１単位）は卒業要件ではないが、履修対象者には英語Ⅰの単位修得要件となる。 

 

(注１) 「配当年次(主たる履修年次)」より高年次の学生でも履修することができる。 
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    また、一度単位を修得した授業科目は再度履修しても単位は与えられないが、「英語Ⅱa、

英語Ⅱb」については、教材が同一でないことを条件として、何度でも履修することがで

きる。 

(注２) 基礎科目は、必修科目１２単位（導入ゼミ１単位＋外国語８単位＋体育１単位＋情報２

単位）に加えて、教養ゼミ、外国語、体育、情報、日本語から３単位以上を修得し、計 

１５単位以上を修得する必要がある。 

(注３) 一般教育科目は、基礎科目１５単位と自由科目Ａ群１０単位の計２５単位に加えて、基

礎科目、自由科目Ａ～Ｃ群から１５単位修得し、卒業要件単位数として４０単位修得する

必要がある。 

 

１ 基礎科目 

 大学教育を受けるための基礎能力涵養を目的とした、訓練的な要素の強い科目群である。予

習・復習を自発的に行う必要がある。半期（約１５回の授業）の履修で１科目１単位が与えら

れる。 

 

（１）ゼミ 

大学での学問や研究の手法は、高校以前の学習のスタイルとは異なる点も多い。大学での

知的活動に必要な様々な方法を学ぶための１年生向けのゼミが、前期の「導入ゼミ」と後期

の「教養ゼミ」である。 

「導入ゼミ」は、１年次前期に開講する少人数のゼミである。大学での知的活動に必要な

様々な手法、「読む」「書く」「伝える」「議論する」「調べる」などについて、教員と近い距

離で、実践的な訓練を行う。各ゼミの定員は１５人程度に制限するので、履修登録の際には

希望どおりにならないこともある。 

「教養ゼミ」は、１年次後期に開講する少人数のゼミである。前期の「導入ゼミ」を発展

させたものであり、それぞれのテーマについてより深く広く学び考える場を提供する。２年

次以降の専門教育での少人数ゼミへと連結させるとともに、一般教育科目への関心をより深

めることを目指す。なおゼミによっては、人数制限を行う場合がある。 

  

（２）外国語 

学術研究や社会生活に不可欠な語学力を養成し、国際化時代に求められる異文化共感力を涵

養するため、「外国語」を必修科目として開講する。 

「外国語」として開講されるのは、「英語Ⅰ」「英語Ⅱa、英語Ⅱb」「中国語」「韓国朝鮮語」

「ドイツ語」「フランス語」「ロシア語」「外国語特講Ａ～Ｆ」「海外語学研修（英語）」であり、

これらの「外国語」から「英語Ⅰ」（１単位）と「英語Ⅱa」または「英語Ⅱb」のいずれか

１単位を含んで合計８単位以上修得しなければならない。複数の外国語にまたがって修得し

てもよい。 

 英語は、必修の「英語Ⅰ」と選択必修の「英語Ⅱa、英語Ⅱb」に分かれる。「英語Ⅰ」は

学科別に指定されたクラスを１年次前期に履修する必要があり、１単位が与えられる（単位

修得できなかった場合は、再履修用の「英語Ⅰ」を１年次後期に履修する）。「英語Ⅱa、英

語Ⅱb」はいつでも履修することができ、各クラス、半期履修して 1単位が与えられる。「英

語Ⅱa」は主に英語で、「英語Ⅱb」は主に日本語で授業が行われる。扱う内容には、Reading、

Listening、Writing、Speaking、総合英語（General）、試験対策（TOEIC）等があり、使

用する教材が違えば、同じ教員が担当する授業を繰り返し受講してもかまわない。ただし、
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同一の教材を使用する授業は、担当する教員が違っても、複数回受講することは原則として

できない。 

海外英語研修プログラム（LEAP）を実施している。２年次生以上を対象とするこのプロ

グラムでは、本学の休業期間を利用して海外の大学等に留学し、集中的な英語学習を行う。

本学が指定する外国の大学等において実施している研修のみを単位認定対象とし、短期の海

外語学研修プログラムでは、「海外語学研修（英語）」として２単位が修得可能である。ただ

し、「海外語学研修（英語）」の修得単位数の上限は、４単位までとする。 

「中国語」「韓国朝鮮語」「ドイツ語」「フランス語」「ロシア語」の各言語には「Ⅰ」「Ⅱ」

（中国語のみ「Ⅲa」「Ⅲb」「Ⅳa」「Ⅳb」）がある。「Ⅰ」「Ⅱ」は初心者対象クラス、「Ⅲ」「Ⅳ」

は、学習２年目の中級クラスである。「Ⅰ」と「Ⅲa」「Ⅲb」が前期に、「Ⅱ」と「Ⅳa」「Ⅳb」

が後期に開講される。「Ⅰ」「Ⅱ」は、原則として週２回の授業で１セットとし、半期で２単

位が与えられるが、１授業ごと個別に１単位を与える場合もある。「Ⅱ」は、「Ⅰ」あるいは

それに相当する内容を修得した学生に対して開かれる科目である。「Ⅲa」「Ⅲb」「Ⅳa」「Ⅳb」

は、１授業ごとに１単位が与えられる。いずれも「Ⅱ」あるいはそれに相当する内容を修得

した学生に対して開かれる科目である。なお、これらの語学については、一度修得した科目

を再度履修することはできない。 

 「外国語特講」は、週１回の授業または週２回の授業を１セットとし、それぞれ半期で１

単位または２単位が与えられる外国語の特別講義である。上記以外の外国語について、毎年、

異なる外国語を取り上げ、初心者を対象とした授業を行う。 

 

（３）体育 

 体育・スポーツの基礎の修得を通じ、健康・体力を維持増進する事を目指して、体育実技

を開講する。 

 体育実技Ⅰを必修科目、体育実技Ⅱ、Ⅲを選択科目として、前期、後期に分けて開講（各

１単位）するので、その中から選択履修することができる。なお、体育実技Ⅰ～Ⅲそれぞれ

について、一度単位修得した科目（種目ではない）を再度履修することはできない。 

 実技という授業の性質上、科目ごとの定員が制限されるので、履修登録の際には希望どお

りにならないこともある。 

 

（４）情報 

 高度情報化が進展する現代社会に必須の情報処理能力を養成する「情報」では、１年次前

期に「情報基礎演習」を履修する。「情報基礎演習」は１１クラスで曜日と時限を変えて開

講する。事前に指定されたクラスを確認のうえ出席すること。１年次後期は「情報科学Ⅰ」

を履修する。「情報科学Ⅰ」は５クラス開講するので、事前に指定されたクラスを確認する

こと。 

また、これらの応用科目として「情報処理基礎演習」、「統計処理演習」、「情報科学Ⅱ」が

ある。「情報処理基礎演習」は、データリテラシーの修得を目標に、Excel の基本操作、グラ

フ表現、基本統計量、集計処理等を学ぶ。前期、後期で複数開講している。海洋生物資源学

部は１年次後期に指定されたクラスを受講すること。 

「統計処理演習」は、表計算ソフトExcel を使い、実践的な統計解析を行う。原則 1 年次

後期から受講できる。情報科学Ⅱは、情報科学Ⅰを修得した後に受講できる。情報科学Ⅰを

補完するとともに経営戦略および経営管理に関する基礎事項を学ぶ。国家試験である「情報

処理技術者試験」のうち、「IT パスポート」試験の受験にも役立つ内容である。 
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（５）日本語 

  ｢日本語｣は、外国人留学生を主対象として開講される科目であり、日本人学生は受講でき

ない。原則、外国人留学生は受講すること。 

 

２ 自由科目 

 学生が所属する学部や専攻の領域にとらわれず、幅広い教養と自発的な学習意欲を培うこと

を目指した講義科目群である。履修にあたっては読書や社会・文化・自然現象への絶えざる関

心など、自学自習の精神で臨むことが期待される。半期（約１５回の授業）の履修で１科目２

単位が与えられる。講義の形態により、Ａ・Ｂ・Ｃの３群に分類される。 

 

＜Ａ群＞ 

  いわゆる大講義であり、「歴史と思想」「表現と言語文化」「現代の社会」「世界の文化と社

会」「福井と地域社会」「健康と人間」「自然と環境」「情報と数理」「教養特講」「発展自由科

目」の１０の分野に大別される。関心のある分野を集中的に履修してもよいし、分野を横断

して履修することもできる。ただし「発展自由科目」は、１年次の学習を踏まえてより発展

的・先進的な内容を扱うもので、２年次生以上に向けられた講義である。「福井と地域社会」

から２単位以上を選択すること。 

 

＜Ｂ群＞ 

受講生の数を制限した少人数の講義群である。以下の４つに分類される。 

（１）言語文化 

 ２年次以上の学生を対象に、中国語、韓国朝鮮語、ドイツ語、フランス語、ロシア語

の各言語圏における歴史や社会、文化などを学ぶ。各言語をあらかじめ学んでおく必要

はない。学期ごとに１回ないしは２回開かれる「Ａ」「Ｂ」「Ｃ」「Ｄ」はそれぞれ学習水

準としては同程度であり学習内容も互いに独立しているため、履修の数や順序は自由だ

が、一度修得した科目を再度履修することはできない。 

（２）運動処方論 

   健康志向、競技志向など各人の目的に応じ適切な運動プログラム、トレーニング計画

等に関する基礎的な方法論について講ずる。 

（３）情報処理・プログラミング 

「情報処理」では、専門科目を修得する上での必要な情報処理に対応できる基礎技術

と応用力を養う。「プログラミング」では、プログラムを作成することによって論理的思

考を身に付け、同時にコンピュータへの理解を深める。いずれも、A～E までの５つの

科目を開講する。授業によっては隔年開講のものもある。 

「情報処理」および「プログラミング」のすべての科目は、１年次後期から受講可能

であるが、１年次前期には受講できない。これは、１年次前期の基礎科目「情報基礎演

習」の履修を前提としているためである。また定員を超えて受講希望者がいる場合は、

抽選などにより選抜することもあるので注意すること。 

 

＜Ｃ群＞ 

  受講生の数を制限する少人数の科目群である。 
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（１）学術ゼミ 

今日の学問の高度化、多様化、学際化に対処し、全体的・総合的な視野を積極的に身

につけようとする学生を対象に開講する少人数科目である。各分野について各年度・学

期ごとにＡ～Ｆのいずれかが開講される。 

（２）英語特論 

「英語特論」は、基礎科目の「英語Ⅰ」「英語Ⅱa、英語Ⅱb」より高度な授業内容を

提供する。原則として、２年次以降、英語の力をさらに伸ばしたい学生や在学中継続し

て英語を学びたい学生を対象とするが、入学時の英語プレイスメントテストの結果が一

定水準以上の場合、１年次前期から履修が認められる。Ⅰ～Ⅶについて各年度・学期ご

とにＡ～Ｆのいずれかが開講される。 
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　卒業要件単位数　海洋生物資源学部　　　　　　　４０単位以上

必修 選択

１ １
１ １
１ １
１ 各１
１ 各１
１ １＋１
１ １＋１
２ １
２ １
２ １
２ １
１ １＋１
１ １＋１
１ １＋１
１ １＋１
１ １＋１
１ １＋１
１ １＋１
１ １＋１
１ １
１ １

 １ １
１ １
１ １＋１
１ １＋１
２ ２

１ １
１ １
１ １
１ １
１ １
１ １

 情報科学Ⅰ １ １
 情報科学Ⅱ ２ １

１ １
１ １
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２

 １ ２
 国文学史 １ ２

１ ２

 科学史

 日本史

 西洋史

 言語学

 西洋思想

 体育実技Ⅰ

 情報処理基礎演習
 統計処理演習

 イスラーム史

 情報基礎演習

 日本語Ⅱ

 東洋思想

 東洋史

 フランス語Ⅱ

 ロシア語Ⅱ
 外国語特講Ａ

 国文学

 日本語Ⅰ

Ⅰ
歴
史
と
思
想

 ドイツ語Ⅱ

Ⅲ
体育

Ⅳ
情報

 外国語特講Ｂ

Ａ
群

Ⅴ
日本語

 外国語特講Ｃ

 体育実技Ⅱ
 体育実技Ⅲ

 中国語Ⅲa
 中国語Ⅲb

 外国語特講Ｄ

 外国語特講Ｆ

備考

 ドイツ語Ⅰ

 外国語特講Ｅ

 海外語学研修（英語）

 英語Ⅱb

１０単位以上

配当年次
単位数

１５単位以上

　ただし、必修科目以外は
どの基礎科目で単位を積み
足してもよい。
　外国語は８単位以上修得
しなければならない。
　英語Ⅱa、Ⅱbは複数の種
類の授業が開講され、何単
位でも修得することができ
る。
英語Ⅱa、Ⅱbから一つ以上
を選択する。
　中国語、韓国朝鮮語、ド
イツ語、フランス語、ロシ
ア語のⅠおよびⅡ、外国語
特講Ｅ、Ｆは、それぞれ週
２回の授業からなる。原則
として２回の授業を連結さ
せ２単位を与えるが、１授
業ごとに個別に１単位を与
えることができる。
　海外語学研修の修得単位
数の上限は、４単位までと
する。

　情報基礎演習、情報処
理基礎演習、統計処理演
習から一つ以上を選択す
る。原則として情報基礎
演習を受講する。

自
由
科
目

 韓国朝鮮語Ⅱ

 中国語Ⅳa

 文学概論

 哲学
 倫理学
 宗教学

 中国語Ⅳb
 韓国朝鮮語Ⅰ

 歴史学

基
礎
科
目

Ⅰ
ゼミ

 導入ゼミ
 教養ゼミ

 英語Ⅱa

 ロシア語Ⅰ

 英語Ⅰ

 中国語Ⅰ
 中国語Ⅱ

 フランス語Ⅰ

一般教育科目カリキュラム表（２４年度入学生用）

授業科目の名称

Ⅱ
外国語

Ⅱ
表
現
と
言
語
文
化
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必修 選択
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２

１ ２

１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２

１ ２

１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２

 生態学 １ ２
 コケの世界 １ ２

１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２

 メディア情報処理概論 １ ２

自
由
科
目

Ａ
群

Ⅷ
情
報
と
数
理

 解析学

 物理学Ⅰ
 物理学Ⅱ
 数学基礎 ※

 代数学
 統計学基礎

Ⅶ
自
然
と
環
境

 宇宙科学

 社会学

 地域社会とフィールドワークＣ

 南米の社会と環境

※海洋生物資源学部先端増
養殖科学科の学生は、「数
学基礎」を一般教育科目と
して履修することはできな
い。

 地域特講Ｆ

 異文化理解

 福井を学ぶ

 日本国憲法

 地球科学

 環境論
 福祉国家論

 アフリカの文化と社会

 比較文化論

 地域特講Ｅ

 地域特講Ｃ
 地域特講Ｄ

 地域特講Ａ

 地域社会とフィールドワークＡ
 地域社会とフィールドワークＢ

 福井の文化と社会

 観光学

 神話学

 東アジアの文化と社会

 政治学

授業科目

Ⅵ
健
康
と
人
間

 海と暮らし

 現代家族論

 日本の文化と社会

 地理学

 恐竜学

Ⅳ
世
界
の
文
化
と
社
会

 法学

 地域特講Ｂ

※「Ⅴ　福井と地域社会」から
２単位以上を選択すること。

 生物科学

 人間関係論

 経済学

単位数
配当年次 備考

Ⅰ～Ⅹまでの領域から、ど
の自由科目をいくつ選択履
修してもよい。

区分

Ⅲ
現
代
の
社
会

※
　
Ⅴ
福
井
と
地
域
社
会

 地域社会とフィールドワークＥ
 地域社会とフィールドワークＦ

 国際社会と法

 東南アジアの文化と社会

 キャリア形成論

 地（知）の拠点大学による地方創生
 推進事業開講科目（1）～（100）

 現代人権論

 地域社会とフィールドワークＤ

 健康科学
 スポーツ科学
 心理学

 現代の科学

 ジェンダー論

 行動科学
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必修 選択
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２

２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
２ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２
１ ２

 学術ゼミ（哲学） Ａ～Ｆ １ ２
 学術ゼミ（東洋） Ａ～Ｆ １ ２
 学術ゼミ（西洋史） Ａ～Ｆ １ ２
 学術ゼミ（国文学） Ａ～Ｆ １ ２
 学術ゼミ（社会学） Ａ～Ｆ １ ２
 学術ゼミ（法学） Ａ～Ｆ １ ２
 学術ゼミ（発達心理） Ａ～Ｆ １ ２
 学術ゼミ（民族学） Ａ～Ｆ １ ２
 学術ゼミ（地域研究） Ａ～Ｆ １ ２
 学術ゼミ（臨床心理） Ａ～Ｆ １ ２
 学術ゼミ（数理科学） Ａ～Ｆ １ ２
 学術ゼミ（環境学） Ａ～Ｆ １ ２

備考

自
由
科
目

Ａ
群

 東洋学特殊講義
 民族学特殊講義

 教養の最前線Ａ

Ⅹ
発
展
自
由
科
目

 教養特講Ｊ

 教養特講Ｆ

 情報処理Ａ

Ⅸ
教
養
特
講

区分 授業科目

 教養の最前線Ｃ

 教養特講Ｄ
 教養特講Ｅ

Ｃ群

 哲学特殊講義
 国文学特殊講義

 人間関係論特殊講義

配当年次 単位数

 教養特講Ｃ

 教養特講Ａ

 教養特講Ｋ

 教養特講Ｇ
 教養特講Ｈ

 地域研究特殊講義

 教養特講Ⅰ

 教養特講Ｌ

 教養特講Ｂ

 社会学特殊講義

 歴史学特殊講義

 言語文化（中国）Ｄ

 生態学特殊講義

 教養の最前線Ｆ

 言語文化（中国）Ｃ

 法学特殊講義

 言語文化（ドイツ）Ａ

 教養の最前線Ｂ

 運動処方論

 教養の最前線Ｄ

 言語文化（ドイツ）Ｂ

 言語文化（中国）Ａ
 言語文化（中国）Ｂ

 言語文化（韓国朝鮮）Ａ

 言語文化（フランス）Ａ

 プログラミングＥ

 言語文化（ロシア）Ｂ

 教養の最前線Ｅ

 言語文化（ロシア）Ａ

 言語文化（韓国朝鮮）Ｂ

 情報処理Ｂ

 プログラミングＢ
 プログラミングＣ

 情報処理Ｅ

 プログラミングＤ

 情報処理Ｄ

Ｂ群

 プログラミングＡ

 言語文化（フランス）Ｂ

 情報処理Ｃ
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必修 選択
 英語特論Ⅰ Ａ～Ｆ １ ２
 英語特論Ⅱ Ａ～Ｆ １ ２

 英語特論Ⅲ Ａ～Ｆ １ ２

 英語特論Ⅳ Ａ～Ｆ １ ２

 英語特論Ⅴ Ａ～Ｆ １ ２

 英語特論Ⅵ Ａ～Ｆ １ ２
 英語特論Ⅶ Ａ～Ｆ １ ２

注２：一般教育科目については、卒業要件となる単位として４０単位以上を修得しなければならない。

１年次における英語特論の
履修は、別に定める基準を
満たし、許可された場合に
限る。

区分

注１：備考欄の単位数は、各々の区分において卒業要件となる修得単位数である。

単位数
備考

Ｃ群

自
由
科
目

授業科目 配当年次
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先端増養殖科学科（22～24 年度入学生）専門教育の履修方法 

１ 卒業に必要な単位数 

専門基礎科目(必修)、専門応用科目(必修)および専門応用科目(選択)の 3つの科目群からカ

リキュラムが編成されている。専門基礎科目(必修)と専門応用科目(必修)は全ての科目の単位

を修得する必要がある。専門応用科目(選択)は、幅広い視野の涵養と学習スキルの向上に関す

る科目群と専門知識の修得と応用に関する５つの科目群から構成されている。 

卒業要件として、それぞれの科目群から修得すべき単位数と専門応用科目(選択)から修得す

べき総単位数が定められている。卒業に必要な単位数は以下のとおりである。(具体的な授業

科目については、後記「カリキュラム表」参照) 

専門基礎科目(必修) 16 単位 

専門応用科目(必修) 47 単位 

専門応用科目(選択) 27 単位以上 

  先端育成科学 （3単位以上） 

ゲノム応用科学  （4 単位以上） 

情報学・社会科学 （6単位以上） 

合 計 90 単位以上 

２ 履修と研究分野分属の条件 

  実験・実習科目と卒業論文等の履修および研究分野分属のためには、以下に示すそれぞれの

条件を満たすことが必要である。ただし編入学生は個別の事情に応じて履修条件を適用しない

場合がある。 

① 生物学実験、化学実験および増殖学実験（2年次前期必修科目）の履修条件

以下の 2つの条件を全て満たすこと。

・海洋生物資源学フィールド演習（1年次通年必修科目）の単位を修得していること。

・生物学 I、化学 I（1年次前期必修科目）の単位を修得していること。

② 2年次後期以降に開講される専門応用科目（選択）の全ての実験、実習、演習の履修条件

生物学実験、化学実験、および増殖学実験（2 年次前期必修科目）の単位を修得している

こと。 

③ 養殖学実習 II（3 年次通年必修科目）の履修条件

養殖学実習 I（2年次後期必修科目）の単位を修得していること。 

④ 3年次後期における研究分野分属条件と基礎演習（3年次後期必修科目）の履修条件

・3年次前期までの必修の実験・実習・演習の単位を修得していること。

⑤ 卒業論文および専攻演習の履修条件

以下の条件を全て満たすこと。

・基礎演習の単位を修得していること。
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・3年次後期までに卒業要件となる単位（一般教育科目を含む）を 110 単位以上修得してい

ること。

３ オナーズプログラム 

オナーズプログラムとは、専門教育科目について、より深く、広い専門的知識を有する人材

となるために、卒業要件単位数以上の履修を自主的に選択できる制度である。 

所定の単位数を修得し、かつその履修した専門教育科目の平均点が８５点以上であるときに、

オナーズプログラム履修証書が授与される。

オナーズプログラムの授業科目の種類、履修しなければならない単位数および必修、選択の

別などの詳細については、後記の「福井県立大学オナーズプログラム規程」を参照すること。 

  希望者は、２年次の終了する年度の３月１０日までに、オナーズプログラム履修申請書によ

り、教育推進課または小浜キャンパス企画サービス室に申し出ること。 
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４ 食品衛生管理者および食品衛生監視員の資格要件に関する科目について 

 

食品衛生管理者は、乳製品、食肉製品、添加物などの特に衛生上の考慮を必要とする企業で、

製造・加工について管理・監督する者をいう。食品衛生監視員は、国や地方自治体の公務員と

して、空港や港の検疫所、保健所、市場衛生検査所、食肉衛生検査所、食品環境指導センター

などで、輸入食品を検査・監視し、食品、添加物、容器ならびに施設等の衛生を確保するため

に監視・指導等を行う者をいう。これらは、いずれも採用者（企業、国、地方自治体等）が、

成績証明書などの資格要件を証明する書類をもとに資格の有無を判断し、必要に応じて設置す

る。 

食品衛生管理者および食品衛生監視員の資格要件については、食品衛生法と食品衛生法施行

令で「学校教育法（昭和２２年法律第２６号）に基づく大学、旧大学令（大正７年勅令第３８

８号）に基づく大学又は旧専門学校令（明治３６年勅令第６１号）に基づく専門学校において

医学、歯学、薬学、獣医学、畜産学、水産学又は農芸化学の課程を修めて卒業した者」と定め

られている。このうち、海洋生物資源学部のカリキュラムにおいて、水産学に関する科目は以

下のとおりである。 

 

水産資源学、漁業制度論、水産増養殖学概論、水産資源利用学、海洋生物学、沿岸海洋

学、生化学（以上７科目のうちから６科目の単位を修得すること） 

 

 

５ 研究分野分属のプロセス 

 

  ３年次生を対象として概ね次のプロセスに従って研究分野分属を決定する。 

 

①分属ガイダンス（前期オリエンテーション、学科長による概要の説明） 

②各分野への分属受け入れ可能人数（定数）の決定 

③各分野の研究紹介（７月上旬～中旬、説明会を実施） 

④各分野訪問（７月中旬～９月上旬、小分野で詳細な説明を実施） 

⑤分属希望調査（８月下旬ごろ）、結果発表：掲示、学生へのメール 

⑥分属希望調査 最終確認（９月下旬、後期オリエンテーション時） 

⑦最終決定 

⑧結果発表（掲示、学生へのメール） 

 

研究紹介、分野訪問、分属希望調査の日程は前期オリエンテーションであらためて説明する。 

 

【注意事項】 

分野分属プロセス：成績重視 

・分野は２名の教員で構成する小分野（前期オリエンテーションで説明する）。 

・各分野でその年の受け入れ可能人数を提示する。 

・各教員に１名以上は学生が配属できるようにする。 

・分属希望調査においては、第６希望まで明記し、成績順で小分野配属を決定する。 
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・分属の判定に用いる成績は、プロセス⑤までに記録された１年次～３年次前期までの教職およ

び地域活性学、インターンシップ、養殖インターンシップⅡを除く全科目を対象とする。 

・成績評価は平均点を使用する。 
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カリキュラム表(22-24年度入学生用）

先端増養殖科学科　　卒業要件単位数　90単位

必修 選択

生物学Ⅰ 1 2

生物学Ⅱ 1 2

化学Ⅰ 1 2

数学基礎 1 2

化学Ⅱ 2 2

科学者および技術者の倫理 2 2

生物学実験 2 1

化学実験 2 1

学科必修科目 海洋生物資源学フィールド演習 1 2

生化学 2 2

分子生物学 2 2

藻類学概論 2 2

大気・海洋学概論 2 2

漁業制度論 2 2

基礎演習 3 1

専攻演習 4 2

卒業論文 4 8

水産増養殖学概論 2 2

海洋生物学 2 2

動物生理学 2 2

魚類生理生態学 2 2

増養殖統計学Ⅰ 2 2

水族遺伝育種学Ⅰ 2 2

基礎科学英語 3 2

専門科学英語 3 2

増殖学実験 2 1

養魚育成学実験 2 1

魚類免疫学実験 2 1

養殖学実習Ⅰ 2 1

養殖インターンシップⅠ 2 1

養殖学実習Ⅱ 3 2

増養殖環境学実験 3 1

遺伝育種学実験 3 1

情報科学演習 3 1

水圏種苗生産学 2 2

養魚育成学 2 2

藻類養殖学 2 1

飼料栄養学 3 2

魚類免疫学 2 2

水族発生工学 2 2

水族病理学 3 2

水族遺伝育種学Ⅱ 3 2

水産経済学 2 2

水産物流通論 2 1

国際海洋ビジネス論 2 1

生命情報科学 3 2

ＩＣＴ応用工学 3 2

増養殖統計学Ⅱ 3 2

地域活性学 3 1

専
門
応
用
科
目
　
選
択
必
修

学部共通科目

増養殖研究の基礎

ゲノム応用科学

（22-24年度入学生用）

授業科目の名称 配当年次
単位数

備考

専
門
応
用
科
目
　
必
修

専
門
基
礎
科
目
　
必
修

学部共通科目

これらの科目から
4単位以上の修得

が必要

これらの科目から
6単位以上の修得

が必要

先端育成科学
これらの科目から
3単位以上の修得

が必要

情報学・社会科学
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必修 選択

水産物流通演習 3 1

養殖インターンシップⅡ 3 1

食品安全管理論 2 2

水産資源学 3 2

水圏微生物生態学 3 2

水産施設工学 3 2

地学概論 3 2

沿岸海洋学 3 2

海洋化学 3 2

水産資源利用学 3 2

インターンシップ 3 1

授業科目の名称
単位数

（22-24年度入学生用）

専
門
応
用
科
目

選
択

実験・実習・演習

幅広い視野の涵養

配当年次 備考
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福井県立大学 入学試験本部（入試企画室） 

〒 910-1195

福井県永平寺町松岡兼定島４－１－１

   Tel ０７７６－６８－８２９７

   Fax ０７７６－６１－６０１２

E メール nyusi@fpu.ac.jp

電話受付時間：午前９時～午後５時

 （土曜・日曜・祝日、年末年始を除く）

問い合わせ・事前相談先 




